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 “TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

Affiliated with The International Association of Y’s Men’s Clubs 

Chartered : 10 May, 1961 

 

Office : Tokyo YMCA Toyocho Center 

2-2-20 Toyo, Koto-ku, Tokyo, Japan 

 

〒135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 

東京YMCA東陽町センター内 

TEL 03-3615-5565 

  

 

HAPPY BIRTHDAY       

27日 長谷川正雄   27日 長谷川和子 

結婚記日おめでとう       該当者なし 

東京むかでワイズメンズクラブ 
THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-MUKADÉ  “CENTIPEDE” 

━━━━━━━━━━ 

会  長    今井 武彦 

副会長   福島和州太郎 

直前会長  神保伊和雄 

━━━━━━━━━━ 

２０２６年７月 ～ ２０２７年６月 

国際会長主題    「ﾌﾞﾙｰﾐｭｰｼﾞｯｸで眠れる巨人を目覚めさせる」 

アジア会長主題 「アジア太平洋地域をﾌﾞﾙｰﾐｭｰｼﾞｯｸで目覚めさせる」 

東日本区理事主題「挑戦なくして進化なし」 

東新部部長主題 「顔を上げよう！」 

クラブ会長主題 「今、この時、新たなる一歩を！」                  

━━━━━━━━━━━ 

書  記    伊丹 一之 

会  計   今井 武彦 

担当主事  本多 良章 

━━━━━━━━━━━ 

8 月 例 会 

日 時 2026年 8月 18日（火） 18：00～20：00   

場 所  東京ＹＭＣＡ東陽町センター・ＹＭＣＡホール 

会 費  ビジター 1,500円、メンバー 1,500円 

※欠席の方は 8/13までに今井まで連絡ください 

 ２０２６年８月例会（774回） 

( 強調月間：戦略2032 ) 

 
今 月 の 聖 句 

主は愛する者を鍛え、子として受け入れる者を皆、

打たれるからである。（ヘブライ人への手紙 12-6） 

 For whom the Lord loves He chastens, 

 And scourges every son whom He receives. 

    
野尻学荘キャンプを応援しよう！  

日時 ： 2026年8月4日（火）～17日（月） 

場所 ： 東京YMCA野尻キャンプ場 

  

８月強調月間 戦略2032 について 

 ワイズメンズクラブ国際協会のビジョンとして2022年に

発案され、2032年までの10年間に目標に向け努力し

よう。具体的には、地元、国内、地球規模で、 

1.支援を必要とする地域社会を助ける。 

2.YMCAの使命と連携する。 

3.文化への理解を深め、平和を推進する。（今井 記） 

  ２０２６ 年 ７ 月 の 記 録（＊累計は期初からの24累計）

会  員  出  席  状  況 メーキャップ記録  スマイル  5.400 円 

正 会 員 6 
 
名 出席(メネット) 0 

0 
名 第二例会 長谷川正雄 

 

ＢＦポイント  現金累計  円 

功労会員 1 名 出席(コメット) 0 名 第二例会 宮田康夫                切手累計          
0  

 

在籍者数 7 名  出席(ゲスト) 10 名       

出席（正会員）  3 名 出席(ビジター) 18 名           2 名 
       名 

）名 
 

リングプル  累  計  kg 

出席(功労会員) 0 名 例会出席総数 31 名 7月出席率 67％ 
％ 
6月出席率  70％ 
  
  ％ 

むかで基金    今月分 5.400 円 

  会費振込

先 

 

みずほ銀行 亀戸支店  (普通) ３０１３０７１ 東京むかでワイズメンズクラブ 

８月 東京クラブ・東京むかでクラブ合同例会 
               

受付 伊丹 一之（む） 

司会 神保伊和雄（む） 
 

開会点鐘         会長 今井 武彦（む） 

ワイズソング             一 同 

聖書朗読・祈祷        宮田 康夫（む） 

ゲスト・ビジター紹介  会長 今井 武彦（む） 

楽しい食事 

キャンプだ！歌おう！  指導 神保伊和雄（む） 

            伴奏 丸山もと子さん 

           ギター 星野 太郎（東） 

強調月間アピール       伊丹 一之（む） 

ハッピーバースデー・結婚記念日  司 会 

スマイル          福島和州太郎（む） 

YMCA報告     担当主事 山梨 雄一（東） 

閉会挨拶・点鐘      会長 渡邉 実帆（東）               
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         ７ 月 本 例 会 報 告           

東京むかでワイズメンズクラブ７月例会は、2026年7月

14日（火）18：30より、東京YMCA東陽町センター１階ホー

ルにおいて、東京クラブとの合同例会として開催されまし

た。 

司会は佐々木行恵さん（東京）が担当、渡邉実帆東京ク

ラブ会長による開会点鐘でスタート、ワイズの信条を読み

上げ、ワイズソングを英語と日本語で歌い【写真下】、両クラ

ブの聖句朗読と祈祷を進藤重光君（東京）が捧げました。 

 

ゲスト・ビジター紹介では、山下真東日本区理事（十勝）、

深尾香子東新部部長（以下東京多摩スマイル）、伊藤幾夫

部書記、石田孝次部会計、為我井輝忠君、綿引康司東京

多摩スマイルクラブ会長（Zoom）がビジターとして、また、

劉慶鐘在日本韓国YMCA総務、元むかで会員の本多謙

氏、日本語学院の生徒7名（中国4人、ミャンマー3人）と引

率の先生が紹介されました。 

山下理事からは次のようなメッセージをいただきました。

北海道十勝は今の季節は花が咲いて自然が豊かですが、

東京は暑くて死にそうです。理事２年目となり、な 

かなか成果が上がらなかった会員増強ですが、最近は

入会者が増えてきました。東新部が行っている「Y友広場」

にも顔を出すようにして、交流を図っています。 

国際会長主題にある「ブルーミュージック」は良くわから

ないが、キャンプファイヤーのごとく「ノリ」を大切に仲間と

の話し合いをしよう、ということらしい。11月に東日本区主

催で、「ブルーミュージック・キャンプファイヤー」を企画して

います。ガザ、パレスチナ、イラン、ウクライナの問題など、

イエスの教えに基づいて、寄り添う活動をしていきたい。小

さいこと（ゴミ拾いなど）で世界を癒そう。一つ一つが「ブル

ーミュージック」につながることでしょう。 

深尾部長からも次のようなメッセージをいただきました。

東京クラブの皆様、100周年に向けて力を出してほしい。

むかでクラブの皆様、今井さんには直前部長、部副会計と

してお助けをいただきたいと思います。 

また、入会した時から東京センテニアルクラブがあり、国

際感覚を感じることが出来たので、韓国の皆さんとも交流

ができると嬉しい限りです。 

日本語学院の皆様、海外から来ている人のご苦労を思

います。YMCAに連なることで、早く問題解決ができると思

います。「ユースの声を聞こう」をキャッチフレーズに、「Y友

広場」5年間の実績を踏まえて、交流を主に活動を進めて

いきたい。 

引き続き諸報告に移り、その中でゲストの本多氏からは

「夏休み・親子で歌おう」歌の教室のアピールもありました。 

ワイズディナーの後は、星野太郎東京YMCA総主事に

よる「東京YMCAの今」と題した卓話を聞きました。以下に

概要を記します。 【写真下＝卓話をする星野太郎総主事】 

 

今の東京YMCAは、公益財団法人（収入41億円、スタ

ッフ700名、35事業部門）と学校法人（6億円、70名、3部門）

からなり、江東区を中心に、都内、山中湖、野尻湖、フロス

トバレーなど21か所の拠点を持っている。 

事業部は、①ウエルネス、②国際、③地域福祉・居場所、

④教育保育、⑤学校から構成されている。 

収益を見ると、2015年が39億円、2025年が47億円とな

り、10年前は専門学校が中心だったものが、最近では保

育・学童や、にほんご学院生徒のウエイトが大きくなり、ニ

ーズが変化している。キャンプ事業では、コロナ渦で参加

者が激減したが、今は戻っている。 

今後の課題としては、①ニーズはあるのか、②少子化傾

向、18歳人口の減少、③人・物・金・リソース（採用活動、若

い人の取り合い、寄付や募金に専門スタッフを置く）。 

逆に強みとしては、①都内に1500坪の施設、②無借金

経営、③800人のスタッフ、③海外とのネットワーク、④歴

史、信頼、⑤東京都の保育資金獲得、⑥外国人の増加。 

今後の課題としては、ユースへの支援、学童・保育所・

障碍者への支援、高齢化への対策、など。 

今考えていることとしては、①使命を忘れがちになること、

②10年後のことをイメージすること、③クリスチャニティーの

育成。 

そして、使命でつながる集まり「アソシエーションであるこ

と」、「手伝ってください」と頼むことの大切さを忘れないこと、

と締めくくられました。 
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ハッピーバースデー・アニバーサリーは、進藤重光君と

松本数実君、そして日本語学院のお一人にプレゼントが

贈られました。スマイルは13,500円（東京8,100、むかで

5,400）、東京クラブの「バングラバッグ」1年分11,720円が

YMCAに贈られました。 

最期にYMCAの歌を歌い、今井武彦東京むかでクラブ

会長による閉会点鐘で会を閉じました。     （伊丹 記） 

参加者：今井、伊丹、神保（3名）、東京クラブ12名 

ビジター：山下真東日本区理事（十勝）、 

      東新部関係（深尾香子部長、伊藤幾夫部書記、

石田孝次部会計、綿引康司会長、為我井輝忠）

（以上、東京多摩スマイル） 

ゲスト：劉慶鐘（在日本韓国YMCA総務）、 

本多謙（元東京むかで）、 

日本語学院生徒7名+先生1名    （敬称略） 

                         

2026-27年度 第１回東新部評議会参加 報告 

7月23日（木）16：00～19：15、東京YMCA山手センタ

ーで新年度第1回評議会が開催されました。  【写真下】 

 

7月1日現在の東新部会員人数49名、うち35名が正会

員という少人数体制でのスタートとなりました。従って、部

役員、クラブ役員も兼任者続出となり、当日会場出席者は

8名でした。 

ワイズソングを斉唱し、深尾部長の所信表明。 

部長主題「顔を上げよう！」 スローガン「ユースの声を

聴きながら、進んで行こう」とのもとに、副部長制度導入に

よる今期の歩みについて述べられた。活動の柱に、「会長

会」、「Y友広場」を据えて、部内の意見交換・集約の効率

化を図る方向で対処する方針が示されました。 

議案審議としては、 

① 次期副部長、次期監事候補者指名委員会委嘱 

② 2027-28年度部コンベンション準備委員選出承認 

③ 前期会計決算報告、会計監査報告の承認 

④ 2026-27年度修正予算案の承認 

⑤ 2026-27 年度部コンベンションの報告が承認されま

した。 

報告事項の中では、東日本区事務所長兼務の綿引会

長より、東日本区の財政状況の厳しさを踏まえ、財政の検

討委員会が設置されることが示された。 

その他報告事項では、部長より区役員会での報告がな

された。全体として、部を取り巻く状況は厳しいが、会議は

和やかなうちに終了しました。          （今井 記） 

むかで出席者：今井、伊丹 

 

        ７ 月 第 二 例 会 報 告         

7月21日（火）18：00より、Zoom上で7月第二例会を開

催しました。主な協議事項は以下の通りです。 

1．8月号ブリテンについて 

・編集担当は伊丹君。主な原稿担当者は次の通り。 

 7月例会報告、第二例会報告：伊丹 

 評議会報告、会長通信、会計報告：今井 

YMCAニュース：本多 

2．8月例会について 

  ・8月18日（火）18：00より、むかでクラブが主幹となり、

東京クラブとの合同で行う。 

・役割分担は次の通りとする。 

 受付：伊丹 

 聖書朗読・祈祷：宮田 

 キャンプソング・リーダー：神保 

 伴奏：丸山もと子さん。10曲を選曲していただき、楽

譜を作ってくださる。星野総主事にはギターを

お願いする。 

3．むかで野尻キャンプについて 

・8月8日（土）～10日（月）で実施する。 

・参加者は、むかでクラブ3名（今井2、神保）、神戸ポ

ートクラブ3名（会長、大野、山田）の予定。 

4．寄付と支援金 

・ベネズエラ地震寄付金は、YMCAへ1万円を寄付。 

・野尻学荘支援金5万円は、今井会長が現地へ持参す

る。 

・東京YMCAチャリティーラン（9月26日、木場公園）に

対して、東陽町センターより寄付要請があり、1万5千

円を寄付。 

5．2026-27年度東新部第１回評議会 

・7月23日（木）16：00～19：00 東京YMCA山手セン

ターにおいて開催。 

・今年度より、今井会長は東新部の副会計に就任。 

6．むかで年会費をお支払いください。 

  ・会費は1年間5万円、半年分2万5千円。（伊丹 記）  

出席者：今井、伊丹、宮田、長谷川、本多 
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       会  長  通  信             

7月14日の東京クラブとむかでクラブの合同例会がスタ

ートし、無事に会を終了できたことは感謝です。 

残念なことは、むかでのメンバー出席は3名だったことで

す。体調を崩された方、業務多忙で出席かなわなかった方

等々です。８月合同例会は、むかでクラブが幹事です。開

催日18日（火）に狙いを定め、体調を整えて出席できるよう

お願いいたします。 

９月は、YMCA主催の「災害スタディー（東陽町）」や、

「木場公園でのチャリティーラン」が開催されます。ボランテ

ィア活動に打って付けの催しです。ワイズもボランティアと

して参加しましょう。                 （今井 記） 

＜８月の予定＞ 

4日（火） 東京多摩スマイルクラブ8月例会 

6日（木） 東京町田コスモスクラブ8月例会 

8日（土）～10日（月） 野尻学荘訪問 

13日（木） 東新部Y友広場（Zoom） 

18日（火） 東京／東京むかでクラブ合同8月例会 

20日（木） 東新部会長会（Zoom） 

23日（日） 東京多摩スマイルクラブ創立10周年大会 

25日（火） 東京むかでクラブ・8月第二例会（Zoom） 

＜９月の予定＞ 

1日（火） 東京多摩スマイルクラブ9月例会 

3日（木） 東京町田コスモスクラブ9月例会 

8日（火） 東京／東京むかでクラブ合同9月例会 

10日（木） 東新部Y友広場（Zoom） 

12日（土） 災害スタディー（YMCA東陽町センター） 

17日（木） 東新部会長会（Zoom） 

22日（火） 東京むかでクラブ・9月第二例会（Zoom） 

26日（土） 東京YMCAチャリティーラン（木場公園） 

 

           ＹＭＣＡニュース           

【復興支援】熊本地震 YMCA緊急支援募金2026 ご協力

のお願い 

2026年7月28日（火）午後4時27分頃、熊本県熊本地方

を震源とするマグニチュード7.1の地震が発生し、県内で

最大震度7を観測しました。 

各地で大きな被害が報告され、多くの方々が不安な状

況の中で過ごされています。 

YMCAでは、これまでの災害支援活動で培ってきた経

験とネットワークを生かし、現地の状況やニーズを丁寧に

把握しながら、被災された方々に必要な支援を届けます。 

今後は被災地をはじめ、近隣YMCA、キリスト教会、関

係団体、各種支援団体などと連携してまいります。 

必要な支援を一日も早く届け、継続的な支援活動につ

なげていくために、「熊本地震YMCA緊急支援募金」への

ご協力を、ぜひお願い申し上げます。 

【募金の使途】 

・被災地および近隣YMCAと協働して行う、熊本地震の被

害を受けた地域への支援活動 

・YMCAが関係する災害支援団体との協働で行う支援活

動 

【感謝報告】「ベネズエラ地震 緊急支援街頭募金」の報告 

2026年6月にベネズエラ沿岸部・中北部を連続地震が

襲い、甚大な被害が発生しました。 

東京YMCAでは、7月16日に高田馬場駅周辺でベネズ

エラ地震への緊急支援街頭募金を実施しました。東京

YMCAの会員、ワイズメンズクラブのメンバー、ユースボラ

ンティアリーダー、学生、職員など計33人の方々が街頭に

立って支援を呼びかけ、総額54,250円の支援が寄せられ

ました。 

そして、むかでワイズメンズクラブからも暖かいご支援を

いただき、感謝申し上げます。 

お寄せいただいた募金は、ベネズエラYMCAを通じて

現地での救援・復興支援活動のために用います。 

（本多 記） 

 

７月 会計報告 ・ リングプル報告 

1．月間収入・支出合計  期間 7/1～7/31 

口座名 月間収入 月間支出 

経常部   185.000円   35.590円 

活動基金部 5.400円   10.000円 

■月次収支合計： 144.810 円 

■現預金残高 現在）： 円 

（収支の主な内訳） 

・経常収入： 会費 150.000円 寄付 35.000円 

・活動基金収入： スマイル 5.400円 

・経常支出： 東新部部費 32.100円 

例会食事代負担 3.000円 

・活動基金支出： ベネズエラ地震支援 10.000円 

                           （今井 記） 

２．プルタブ ７月預かり分 

今月も休憩です。地道に歩みを進めましょう！ 

   （神保 記） 

 

             編  集  後  記                

今日は8月10日（月）。明日の山の日の休日から次の日

曜日までは、世の中が夏休みになり、都内からは車が消え

て、東京の空がクリアな青空になります。    （伊丹 記） 


